
ひと日 

 
抜けるような空 
校庭からは笛の音 
眠たげに道を渡る猫 
ヴェランダに干された布団 
風はなし 

 
これが世界というものですか 
これが舞台というものですか 
私は歩いています 
私は暮らしています 
ここで 

 
そして、ただ感じている 
ただ想っている 
慄えている 

 
全てはてんでな方を向いていて 
そして同時に私の肩を包む 

 
私は歩いています 
私は暮らしています 
この空の下で 
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